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　現代日本人は、狩猟採集によって生きる縄文人と、稲作を営む渡来人が混血する事によって形成され、
多元的である事が、人骨や歯の人類学的研究や考古学・史学研究から分かってきた。近年、古人骨に含
まれる遺伝子の多型性の解析方法が進み、南北アジアから日本への人の移動や、融合の過程が解析され
ている。又、古人骨中に残る生体物質の元素構成を分析する方法が発展し、様々な時代の人々の生活様
式や健康状態が解析されている。狩猟採集社会から工業化社会まで、長い時間枠で、人間の生態を比
較することが可能になってきている。環境破壊・人口問題など、近代に深刻化した問題も、その誘引と
なる人間の思考・行動様式は、農耕・牧畜社会の形成から始まったという見解がある。狩猟採集民は、
天然資源を活用しながらも自然を温存し、他の生物と共存する。人類学では、狩猟採集社会の生活様
式や世界観を検討し、“近代的”問題の解決に役立てる事が重要だとされている。
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　一般に、環境破壊・文化対立・人口構成の偏り・
子供の問題等は近代社会特有の問題であると考え
られている。しかし、これらは工業化によって増
大し顕在化したに過ぎず、問題の基となる思想は
農耕・牧畜が普及した時点から始まっているとい
う見解を持つ人類学者も多い。天然資源を活用し
ながらも、自然を破壊せずに生活していた狩猟採
集社会の世界観が、どのようなものだったか理解
することにより、これらの“近代的”問題の解決
の端緒を見い出す試みが進められている。自然科
学的方法論の進歩と、その人類学・考古学・史学
への導入により、狩猟採集・農耕牧畜・工業化と
いった社会形態の変遷の中での、ヒトの変化が科
学的に議論できるようになってきた。
　故・埴原和郎氏は、人骨と歯の研究から、「旧石
器時代から日本に在住する原日本人（縄文人）と、
新石器時代以降の大陸からの渡来系集団（弥生人）
との混血によって現代日本人が形成された」とい
う二重構造仮説を唱え、近年の日本人と日本文化
の多様性に関する研究の活性化への道を開いた。
国際日本文化研究所で 10月、埴原氏の二重構造仮
説とその後の展開・展望に関する講演会が開かれ、
以下のような新しい研究が紹介された。
　様々な地域の人・家畜・栽培植物の分布につい
ては、遺伝形質や細胞の核に含まれる染色体DNA
の配列が、遺伝的人類学の解析に用いられてきた。
一方、細胞質の小器官であるミトコンドリアには、
染色体DNAと異なるミトコンドリアDNAが存在
し、比較的短い進化的時間でのDNA変異を測定で
き、母親のDNAのみが子に伝わるという特徴を持
つ。近年、古人骨からのDNA抽出法の開発に伴い、
現代のみならず様々な時代のヒト集団の比較が可
能となった。又、近隣結合法など分子系統樹の構
成法の改良が進み、考古学・史学的方法とあわせて、
縄文人や弥生人の起源、移動や融合の過程が解明
されている。一方、古人骨中に安定に残る、蛋白質・
脂質等の生体物質を単離し、微量元素の構成を分
析する方法が開発された。植物や、海洋性又は陸
生蛋白の摂取など食生活様式や、離乳時期・成長
速度・健康状態が解析されている。生活習慣病な
ど近代的生活様式によって重篤化した問題に対処す
るには、このような問題の僅少であった過去のヒ
トの生態と比較検討し、社会形態の変遷の中での
ヒトの生態の変化を明確化することが必要である。
　自然人類学の研究が進む一方、その知見を活用
して、人文科学面で仮説提示と検証に基づく研究
を進めることの重要性も提唱された。例えば、北
海道のアイヌ・沖縄の人々・本州山間部の伝統的
「山の民」などは、縄文人の遺伝形質や文化を多く
保持し、比較的長い間、狩猟採集・漁撈採取生活
を送ってきた。これまで日本語の語源は不明な点
が多かったが、現在はアイヌ語の中に日本語の基
盤となる古い起源が保存されていると考えられ解
析されている。アイヌの言葉では、魂や自然崇拝、
家族関係に関する言葉が豊かである。「人間のみな
らず、人が食事としていただく動植物、日常使用
した道具なども魂があり、命果てれば彼岸へ還る」
という考え方は、アイヌに限らず日本各地の社会
で長い間保たれてきた。このような、自然と協調
する考え方は、日本に限らず、農耕・牧畜社会の
形成される以前の、狩猟採集社会に共通した世界
観だったのではないかと推測されている。
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